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三　倉　康　博*
（受付　2022 年 10 月 25 日）

1.　は　じ　め　に

　1492年にイスラーム・スペイン最後の王朝ナスル朝の都グラナダが陥落し，スペインのキ
リスト教徒が数世紀にわたってムスリムに対しおこなってきたレコンキスタ（国土回復運動）
が完了した。その後も，多くのムスリムがスペインに残留したが，彼らは16世紀初頭にキリ
スト教への改宗と国外移住の二者択一を強制され，前者を選択しスペインになおもとどまっ
た人々は，その後モリスコ（morisco）と呼ばれるようになった。モリスコたちは，表面上は
洗礼を受けたキリスト教徒であったが，そのキリスト教信仰の内実とスペインへの忠誠を疑
われ続け，異端審問所をはじめとする当局諸機関の監視と抑圧の対象となった。それを嫌っ
てイスラーム圏である対岸の北アフリカへ渡り，名実ともにイスラームに復帰するモリスコ
も数多く存在した。
　キリスト教化やスペイン社会への同化が進んだモリスコも存在したものの，全体としては
キリスト教スペイン社会に十分には統合されぬまま，モリスコたちは1568–1571年のグラナ
ダ地方における大規模な反乱とその鎮圧中から始まった国内強制移住を経て，フェリペ 3世
（在位1598–1621）統治下の1609–1614年に，そのほとんど（代表的な研究によれば約30万人）
が国外追放されるに至った1。
　ミゲル・デ・セルバンテス・サアベドラ（Miguel de Cervantes Saavedra，1547–1616）の
文学とこのようなモリスコ問題のかかわりについては，非常に多くの研究が今日までなされ
てきたが，その大部分は，追放直前の，あるいは追放に巻き込まれたスペイン国内のモリス
コを描いた晩年の諸作品，つまり『模範小説集』（Novelas ejemplares，初版1613年）中の「犬
の対話」（"El coloquio de los perros"）や，『ドン・キホーテ』（Don Quijote）後篇（初版1615
年）および遺作長編『ペルシーレスとシヒスムンダの苦難』（Los trabajos de Persiles y Sigis-

*広島修道大学　商学部
 1 特に20世紀に入って大きく進展した，モリスコ問題に関する歴史学的研究を代表する概説書として，
たとえば，Antonio Domínguez Ortiz & Bernard Vincent, Historia de los moriscos. Vida y tragedia de 
una minoría, Madrid: Revista de Occidente, 1979 や Luis F. Bernabé Pons, Los moriscos. Conflicto, 
expulsión y diáspora, Madrid: Catarata, 2009が挙げられる。追放されたモリスコの総数について，約
30万人という数字を挙げているのは前者である（p. 200）。
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munda，初版1617年）のなかのモリスコが登場するエピソードに焦点を当てている2。
　その一方で，セルバンテスの初期の戯曲『アルジェの生活』（El trato de Argel）3においてモ
リスコ問題がどのように扱われているかという点は，先行研究において大きな注目を浴びて
こなかった4。この作品にモリスコ問題への言及はあるものの，スペインからのモリスコ追放
に関する議論がそこに反映されていないことがその原因であると思われる。しかしながら，
これは1568–1571年のモリスコ反乱への言及がみられる唯一のセルバンテス作品であり，セ
ルバンテスの諸作品にみられるモリスコ観を総体的に分析するためには，無視できない作品
である。
　このセルバンテスの創作活動初期の戯曲において，モリスコ問題は二つのエピソードに関
係する。本稿ではこの二つのエピソードにみられるモリスコ問題への複雑な視点を明らかに
することによって，この戯曲におけるモリスコ観の特質を指摘し，それをさらに，その後の
セルバンテス作品におけるモリスコ問題への見方と関連づけて分析したい。

2.　処刑されるモリスコ海賊とアルジェのモリスコ集団

　『アルジェの生活』は，1575年から1580年にかけての， 5年におよぶセルバンテスのアル

 2 特に，『ドン・キホーテ』後篇の，追放に巻き込まれたモリスコの父娘のエピソードを中心に論じ
られることが多い。重要な研究については，三倉康博「モリスコのリコーテとその娘アナ・フェリ
スのエピソード（『ドン・キホーテ』後篇）における改宗者」『広島修大論集』，58.2 （2018），44–46
頁，注4-6で紹介している。

 3 参照と引用にあたっては，Miguel de Cervantes Saavedra, El trato de Argel., ed. María del Valle Ojeda 
Calvo, in Comedias y tragedias, al cuidado de Luis Gómez Canseco, 2 vols., Madrid: Real Academia 
Española, 2015, I, pp. 909–1004を使用した。また日本語訳は，ミゲル・デ・セルバンテス・サアベ
ドラ「アルジェの生活」（三倉康博訳），『セルバンテス全集　第 5巻　戯曲集』（田尻陽一・三倉康
博・野村竜仁・高橋博幸・岡本淳子・本田誠二・井尻直志・樋口正義訳），水声社，2018年，72–139
頁と基本的に同一であるが，一部改変した箇所がある。引用箇所を示すさいは，日本語訳の直後に，
（行数／頁数）で上記原文および翻訳の該当箇所を示す。［ ］は本稿筆者による補足を示す。

 4 セルバンテスとモリスコ問題の関係を扱った重要な諸研究において，『アルジェの生活』が詳細な
分析対象となることは少ない。例えば，その後の研究に大きな影響を与えた記念碑的著作である，
Francisco Márquez Villanueva, Personajes y temas del Quijote, Madrid: Taurus, 1975, pp. 229–335に
おいても，同じマルケス・ビリャヌエバがその後上梓した，それに続く El problema morisco（desde 
otras laderas）, Madrid: Libertarias, 1998, pp. 181–185においても，『アルジェの生活』にはまったく
言及していない。同じ著者の近著Moros, moriscos y turcos de Cervantes. Ensayos críticos, Barcelona: 
Bellaterra, 2010でも，セルバンテス作品におけるモリスコ表象に多くのページをあてているが（pp. 
227–230, 214–221, 283–286），モリスコ問題と『アルジェの生活』を関連付けた分析はみられない。
マルケス・ビリャヌエバの研究を継承発展させた重要な論文である René Quérillacq, "Los moriscos 
de Cervantes", Anales Cervantinos, 30（1992），pp. 77–98も，セルバンテス作品に登場するすべての
モリスコを論じると宣言しつつ（pp. 77–78），『アルジェの生活』には言及していない。

 　一方，『アルジェの生活』に焦点を当てた先行研究においては，後述の司祭「殉教」エピソード
は頻繁に取り上げられているが，この戯曲におけるモリスコ観を同じく後述のペドロのエピソード
や，後年のセルバンテスの諸作品と結びつけて詳しく論じた研究は，管見の及ぶ限り見当たらない。
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ジェ虜囚体験5をもとにした 4幕の戯曲であり，執筆時期はセルバンテスの帰国から間もない，
劇作に積極的に挑戦していた時期，かつアルジェの記憶がまだ新しい時期だと考えられてい
る6。
　セルバンテスのアルジェ虜囚体験の時期は，グラナダ地方における前述のモリスコ反乱の
直後にあたるが，スペインにおける宗教的抑圧を逃れて北アフリカに渡ったモリスコたちは，
それ以前から，オスマン帝国勢力圏下のアルジェに拠点の一つを築いており，スペインにつ
いての知識や経験を生かして，スペインに対する海賊（正確に言えば私掠）活動――当時の
アルジェはスペインをはじめとするキリスト教諸国に対するムスリムの海賊活動の一大拠点
であった――に身を投じる者も多かった7。16世紀後半のアルジェ社会と，アルジェがオスマ
ン勢力圏に入って以来の歴史を詳述した同時代の重要文献である，ディエゴ・デ・アエード
（Diego de Haedo）著『アルジェの地誌と通史』（Topografía e historia general de Argel，初版
1612年）8は，アルジェのモリスコたちについて，「彼らは皆総じて，ベルベリーアにおいてわ
れわれキリスト教徒の最大かつ最も残酷な敵である。なぜなら，キリスト教徒の血に対する
彼らの心底からの大きな飢えと渇きが満たされたり消え去ったりすることは決してないから
だ」9と述べており，アルジェのモリスコ共同体において，キリスト教スペインへの敵意がき
わめて強烈であったことを証言している。
　『アルジェの生活』には，そのような情勢を反映した重要なエピソードがある。スペインか

 5 セルバンテスのアルジェ虜囚体験は彼の文学にも大きな刻印を残した事件であり，様々な伝記や研
究書で取り上げられている。とりわけ，16世紀のオスマン支配下のアルジェ及び北アフリカの状況
と関連付けつつ，彼の虜囚体験を詳しく記述した研究文献として，Emilio Sola y José F. de la Peña, 
Cervantes y la Berbería. Cervantes, mundo turco-berberisco y servicios secretos en la época de Felipe II, 
México D.F.: FCE, 1995およびMaría Antonia Garcés, Cervantes in Algiers: A Captive's Tale, Nashville: 
Vanderbilt University Press, 2002, pp. 15–123 が挙げられる。

 6 この点に関してはジャン・カナヴァッジョが様々な論拠から精緻な考察をしており，執筆時期を
1581–1583年のあいだに絞り込んでいる。詳細は Jean Canavaggio, Cervantès dramaturge. Un théàtre 
à naître, Paris: Press Universitaires de France, 1977, pp. 20–21を参照。なお，『アルジェの生活』の
執筆時期をめぐるそれまでの研究史については，Ibid., pp. 18–19を参照。

 7 Ellen G. Friedman, Spanish Captives in North Africa in the Early Modern Age, Madison: The University 
of Wisconsin Press, 1983, p. 12; Bernabé Pons, op.cit., pp. 160–168. なお，オスマン支配下のアルジェ
に関する現代の代表的な研究としては，John B. Wolf, The Barbary Coast: Algiers under the Turks, 
1500 to 1800, New York: Norton & Company, 1979を挙げることができる。

 8 この著作を出版したディエゴ・デ・アエードは，アルジェ滞在経験のない修道院長であり，パレル
モ大司教であった同名のおじがシチリアでアルジェ帰りの元虜囚たちから情報を集めて書いた原稿
を，自分がスペインで整理し出版したのだと主張しているのだが（Diego de Haedo, Topografía e 
historia general de Argel, 3 vols., ed. Ignacio Bauer y Landauer, Madrid: Sociedad de Bibliófilos 
Españoles, 1927–1929, I, pp. 10–11），この大著の真の著者は，1577–1580年にアルジェで虜囚生活
を送っていたドミニコ会士で，虜囚時代のセルバンテスの親友であり，作中の三つの対話篇のいず
れにも話者の一人として登場するアントニオ・デ・ソーサ（Antonio de Sosa）であるという説が，
George Camamis, Estudios sobre el cautiverio en el Siglo de Oro, Madrid: Gredos, 1977, pp. 124–149
によって唱えられ，今では強く支持されている。

 9 Haedo, op.cit., I, p. 51. なお，「ベルベリーア」（Berbería）とは，北アフリカ（マグレブ）のこと。
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ら北アフリカに移住し，キリスト教徒を攻撃していたモリスコの海賊がスペイン沖で捕縛さ
れ，バレンシアの異端審問所によって裁かれ，火刑に処せられると，その知らせに激高した
アルジェのモリスコたちは，虜囚の身にあったキリスト教司祭を買い受け，報復のために焼
き殺す（キリスト教の視点からは，この司祭の「殉教」となる）という事件が描かれる10。
　事件を目撃したキリスト教徒虜囚の少年セバスティアン（Sebastián）は，仲間たちに長い
報告をおこなうのだが，まず件のモリスコが，北アフリカに移住して海賊になったのち，処
刑されるまでの経緯を，次のように語る。

知っての通り，正当な判決によりシェルシェル11のモリスコがバレンシアで死んだとい
う知らせがここアルジェに届いた。いいかい，そいつはアラゴン生まれであるにもかか
わらず，シェルシェルに住んでいたんだ。自分の属する民の匂いにひかれ，犬めはベル
ベリーアに渡ったんだ。そしてこの地で海賊となり，やたら敏捷で残酷な腕前を生かし
て，キリスト教徒の血で自分の血を存分に満足させた。海賊行為を続ける最中に彼は捕
えられ，身元が露見したので，異端審問所送りとなり，そこで裁判にかけられた。そし
て，洗礼を受けているにもかかわらずキリストを捨て，アフリカに渡った次第が，そこ
で判明したのだ。彼の狡猾さ，手腕，卑劣な裏切り行為で600を超えるキリスト教徒たち
が虜囚にされてきたこともわかった。そして，彼の実に多くの悪行と過ちが立証された
ので，公正な異端審問官たちは彼を火刑に処したのだ。（vv. 491–518／85頁）

　そして，その知らせがアルジェのモリスコたちを復讐に走らせたことを語る（殺害シーン
の記述はきわめて詳細だが，ここでは省略する）。

このモーロ人12と彼に与えられた死に関する知らせはこの地に届いた，なぜなら向こう
［スペイン］に住むモリスコたちがすぐに書き知らせたからだ。死者の親族たちによって
悲報が知られると，彼らは別の命を火刑にすることを誓い，取り決めた。この落とし前
をつけるため，彼らはただちにキリスト教徒を一人探した。そして司祭を見つけた，バ

10 セルバンテスは『アルジェの地誌と通史』の伝える，ミゲル・デ・アランダ（Miguel de Aranda）
という虜囚司祭の「殉教」事件（1577年）から明らかにヒントを得ている。この司祭は実際に，バ
レンシアで異端審問所によりモリスコ海賊が処刑されたことの報復のために，アルジェで殺された。
詳細は Haedo, op.cit., III, pp. 137–155を参照。

11 アルジェ近郊の町で，原文のスペイン語表記は Sargel。『アルジェの地誌と通史』によれば，モリ
スコの集住地であった（Haedo, op.cit., III, p. 138）。

12 北アフリカの，そして北アフリカにルーツを持つイベリア半島のアラブ・ベルベル系ムスリムは，
スペインのキリスト教徒たちから「モーロ人（moro）」と呼ばれていたが，ここでは，「モリスコ」
の同義語として使われている。
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レンシアの生まれだ。自分たちの企てを実行するために，大急ぎでこの男を捕えた。［…］
連中は所有者から彼を買い取った。貧しい連中だったが，喜捨によってたちまちすべて
の金をひとまとめにかき集めた。我々キリスト教の民にあっては，神の名のもとに人々
に喜捨を求めるのは，苦しんでいる者を癒すためであって，健康な者を殺すためではな
い。しかしこの信仰なき民，そして呪われた土地にあっては，喜捨を求めるのは癒しの
ためではなく，命を奪うためなのだ。［…］遺体は焼かれて，石打たれて，海岸に残っ
ている。魂は神聖な世界へ飛び立った。モーロ人は正義なき蛮行にご満悦，トルコ人は
満足し，キリスト教徒は怯えている。（vv. 519–682／85–87頁）

　セバスティアンが報告を終えたあと，虜囚たちは次のような会話を展開する。

サヤベドラ　［…］バレンシアでの死がここアルジェで報復されるのは耐えがたいことだ。
かの地では，悪を処罰することで正義が示される。ここでは，残酷さが，不正義にど
れだけのことができるのかを示している。
セバスティアン　こんなに辛い悲嘆のなかで，誰がうめき声を止めることができようか？　
彼らは罪ゆえに処罰される。我々は，罪なくして殺される。
レオナルド　［…］バレンシアよ，背教者どもを罰するのには別の方法を用いてくれ，公
の場で判決を下すのではなく。全員毒殺されれば良いのだ！　（vv. 696–714／87–88頁）

　この戯曲で描かれたキリスト教司祭の「殉教」エピソードは，スペイン国家および旧キリ
スト教徒（ユダヤ教徒やムスリムを祖先に持たないキリスト教徒。そのような祖先を持つキ
リスト教徒は，「新キリスト教徒」と呼ばれた）とモリスコ――この場合は，北アフリカに移
住したモリスコ集団も含む――のあいだの敵対・緊張関係を明らかにしている。
　処刑されたモリスコ海賊はキリスト教徒を攻撃対象とし，彼の処刑に憤るアルジェのモリ
スコたちもキリスト教徒に強い憎悪を描いている。その一方で，事件について語りあうキリ
スト教徒虜囚たちはモリスコの行為を非難し，なかにはモリスコへの強い憎悪を示す者もい
る。旧キリスト教徒の視点からモリスコを批判的にみる彼らにとり，モリスコはいったん受
けた洗礼を捨ててイスラームに舞い戻った「背教者」，「信仰なき民」である。彼らは，異端
審問所の行動は正義として正当化する一方，異端審問所に処刑されたモリスコ海賊に対して
も，アルジェのモリスコたちに対しても，上述の引用にみられるように，キリスト教徒に対
する残酷さを徹底して告発する。
　この虜囚司祭「殉教」エピソードに関して，従来の研究においては，主に二つの解釈がな
されている。一方では，モリスコ海賊の処刑を正当化しつつ，モリスコがスペインに及ぼす
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脅威を強調したり，キリスト教徒虜囚に対するモリスコそしてムスリムの不正義や残酷さを
図式的に非難したりしているという見方がある13。もう一方では，スペインでのモリスコ処
刑とアルジェでのキリスト教聖職者処刑の対比の構図のなかに，二つの行為に残酷さが共通
していることや，スペイン側の残酷さがアルジェで報復を招いたことが示され，スペインの
宗教的硬直性への批判が暗に込められているという見方がある14。このエピソードだけを取
り上げれば，モリスコとキリスト教スペインの敵対関係が生々しく描かれているのは確かだ
が，作中のキリスト教徒人物たちが示すモリスコへの強い敵対感情を作者セルバンテス本人
の視点と同一視することに対しては，慎重であるべきだろう15。特に，劇を通して模範的な
キリスト教徒虜囚としてふるまうサヤベドラ（Sayavedra）16――同じ姓を第二姓として持つセ
ルバンテスの分身と諸研究においてみなされている17――が，この事件をめぐり会話するキ
リスト教徒たちのなかで，アルジェのモリスコたちを批判しつつも，モリスコへの露骨な憎

13 たとえば，Joaquín Casalduero, Sentido y forma del teatro de Cervantes, Madrid: Gredos 2ª ed., 1974 
(1ª ed., 1951), p. 228; Stanislav Zimic, El teatro de Cervantes, Madrid: Cátedra,1992, pp. 45–46; Michel 
Moner, "El problema morisco en los textos cervantinos", in Irene Andres-Suárez (ed.), Las dos grandes 
minorías étnico-religiosas en la literatura española del Siglo de Oro: los judeoconversos y los moriscos. 
Actas del "Grand Séminaire" de Neuchâtel. Neuchâtel, 26 a 27 de mayo de 1994, Paris: Diffusion Les 
Belles Lettres, 1995, pp. 86–88, 92–93; Steven Hutchinson, "Martirologios cervantinos: acerca de la 
lógica del sufrimiento", in Emilio Martínez Mata & María Fernández Ferreiro (eds.), Comentarios a 
Cervantes. Actas selectas del VIII Congreso Internacional de la Asociación de Cervantistas, Oviedo, 
11–15 de junio de 2012, Madrid: Fundación María Cristina Masaveu Peterson, 2014, pp. 980–981; 
Miguel A. Teijeiro Fuentes, "'¡Oh cielo santo! ¡Oh, dulce, amada patria! ¡Oh Silvia!': el trasunto de Los 
tratos de Argel de Miguel de Cervantes", Dicenda, 36 (2018), pp. 329–330が挙げられる。

14 Natalio Ohanna, "Lamentos de doble filo: El trato de Argel y la dimensión geopolítica de la lucha por 
la unidad religiosa", Cervantes, 30.1 (2010), pp. 144–148; "La sacralización del cautiverio argelino", in 
Emilio Martínez Mata & María Fernández Ferreiro (eds.), Comentarios a Cervantes. Actas selectas del 
VIII Congreso Internacional de la Asociación de Cervantistas, Oviedo, 11–15 de junio de 2012, Madrid: 
Fundación María Cristina Masaveu Peterson, 2014, pp. 999–1001. また，Ana María Rodríguez Rodrí-
guez, "La representación de la violencia en El trato de Argel y Los baños de Argel", in María Carmen 
Marín Piña (ed.), Cervantes en el espejo del tiempo, Zaragoza: Prensas Universitarias de Zaragoza / 
Alcalá de Henares: Servicio de Publicaciones. Universidad de Alcalá, 2010, p. 358は，このエピソード
が観客にアルジェのキリスト教徒虜囚たちの苦しみを訴えるプロパガンダとしての目的を持つ一方，
地中海両岸での二つの処刑行為を結びつけることで，恣意的に人間を苦しめる政治・社会システム
を批判していると主張している。

15 これは，セルバンテス作品におけるモリスコ表象を詳細に論じた（ただし，本稿24頁，注 4ですで
に述べたように，『アルジェの生活』は取り上げていない）フランシスコ・マルケス・ビリャヌエ
バが，セルバンテスの作中人物たちの反モリスコ言説について強く主張していることである（本稿
34頁参照）。また，Zimic, op.cit., p. 46も，レオナルドの言葉が多くのスペイン人の見方を表してい
る可能性を指摘しつつ，これをセルバンテス本人に確信をもって帰するのは不可能だと述べている。

16 Garcés, op.cit., pp. 187, 189によれば，セルバンテスは遠縁のゴンサロ・セルバンテス・デ・サアベ
ドラ（Gonzalo Cervantes de Saavedra）を意識してサアベドラ姓を取り入れたようだが，ゴンサロ
の属すセビーリャの名家サアベドラ家は，サヤベドラ（Sayavedra）と呼ばれることもあった。

17 たとえば，Márquez Villanueva, Moros, moriscos y turcos..., p. 37によれば，「アルジェの苦しみと誘
惑のなかの徳高く模範的な虜囚として，サアベドラという創造された名のもとで，セルバンテス本
人が自身の肖像を描いている」。
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悪に満ちた言葉を発していない点は注意すべきである。また，最も反モリスコ的な言葉を発
するレオナルドが，他方ではムスリムである女主人と恋愛関係にあることを堂々と話してい
る（vv. 360–362）点も考慮する必要があろう。その一方で，このエピソードだけを取り上げ
てそこにスペイン批判を読み取るのもやや強引であると思われる。地中海両岸でおこなわれ
た 2件の火刑というエピソードに込められたセルバンテスの真意を正確に把握するのは，容
易ではない。
　しかしながら，『アルジェの生活』においてモリスコ問題への言及がみられるもう一つのエ
ピソードでは，モリスコに対する異なる視点が示されており，結果として，モリスコへの敵
意と非難は，作品全体としては，相対化されている。そして二つのエピソードを合わせて考
察すれば，セルバンテスのこの初期作品においてすでに，モリスコ問題についての複雑かつ
重層的な見方がみられることが明らかになる。

3.　モリスコ反乱鎮圧に従軍した兵士の揺らぐ信仰

　『アルジェの生活』においてモリスコ問題への言及のみられるエピソードはもう一つある。
1568年から1571年にかけてのモリスコ反乱の鎮圧に従軍した経験のあるキリスト教徒虜囚ペ
ドロ（Pedro）が，表面上イスラームへ改宗（キリスト教からみれば「背教」）する計画を明
かし，キリスト教的模範性を体現する同胞サヤベドラに戒められて改心するという挿話であ
る。
　キリスト教からの「背教者」であるモリスコ海賊が異端審問所によって火刑にされる一方，
モリスコ反乱鎮圧に従軍経験のあるキリスト教徒虜囚が，最終的に思いとどまるものの，イ
スラームへの「背教」の誘惑に負けそうになる。ここでは旧キリスト教徒とモリスコの関係
の曖昧さが描かれている。
　グラナダ地方でモリスコ反乱が勃発したのは1568年の末だが，ほぼ 1年後，1569年の末に
セルバンテスはスペインからイタリアに渡っており18，その後1580年にアルジェ虜囚生活を
終えるまで帰国しなかった。それゆえ，この反乱とセルバンテスの接点は少ない。また，モ
リスコ問題に深い関心を抱いていたセルバンテスではあるが，彼の作品には，この反乱に関
する直接の言及はほとんどない。
　だが唯一の言及が，実は初期の戯曲『アルジェの生活』の，このペドロのエピソードにみ
られるのである。ペドロのエピソードは先行研究において詳しく分析されることが少なく，
さらにこのエピソードにおけるモリスコ反乱への言及は，まったくと言ってよいほど注目さ

18 Donald P. McCrory, No Ordinary Man: The Life and Times of Miguel de Cervantes, London: Peter Owen, 
2002, pp. 47–50.
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れてこなかったが19，この人物をめぐるエピソードは，実は『アルジェの生活』そしてセル
バンテスの他の諸作品におけるモリスコ観を分析するうえでの重要性を持っている。
　ペドロはサヤベドラに，自分の狡猾な行動を自慢げに語り，同じキリスト教徒を裏切って
得た大金について話すのだが，その冒頭に「グラナダの戦争」について言及する。「機敏さ，
巧知，策略を駆使して，金貨 7エスクードを儲けたんだ，それでもぼくの骨折りに見合った
額ではないけどね。グラナダの戦争に参加して，武器を持って 9ヶ月従軍していたときでも，
これほどの大金をスペインで手にしたことはなかった」（vv. 2069–2074／126–127頁）。
　作品の時代背景を考えれば，「グラナダの戦争」とはまさに，1568年から1571年にかけてグ
ラナダ地方において繰り広げられたモリスコ反乱に他ならない。つまり，ペドロはモリスコ
反乱を鎮圧する側の兵士だったのである。
　キリスト教の洗礼を否定しイスラームへの復帰を宣言したモリスコ叛徒たちを鎮圧する側
のキリスト教徒兵士であったペドロ。しかし彼はキリスト教徒として模範的な行動をする人
物ではない。金銭的利益と「グラナダの戦争」を結び付ける彼の言葉は，この人物が反乱鎮
圧に参加した動機が金銭的欲求であったことをすでに示唆しているが20，アルジェの虜囚生

19 このエピソードを詳しく取り上げた数少ない論考を挙げると，David A. Boruchoff, "Los malvados 
cristianos del teatro de Cervantes: un debate intestino", eHumanismo/Cervantes, 1（2012），pp. 
643–663は，イスラーム圏でのキリスト教徒の虜囚生活を描いたセルバンテスの戯曲において，虜
囚たちのあいだの多様性が描かれ，堕落したキリスト教徒はモラルやスペイン人気質の問題を浮き
彫りにする役割を果たしていると論じている。Ohanna, "Lamento de doble filo...”，pp. 156–157は，
ペドロの「背教」を阻止するため説得するサヤベドラの行動に，宗教的逸脱に厳罰で対処する異端
審問所への批判が込められていると論じている。また Albert Mas, Les turcs dans la littérature espag-
nole du Siècle d'Or (recherches sur l'évolution d'un thème littéraire)， 2 vols., Paris: Centre de Recherches 
Hispaniques, 1967, I, pp. 322–323は，このエピソードを詳細に分析してはいないが，セルバンテスは
外面のみのキリスト教徒である大部分のモリスコたちに対し批判的で，それは外面のみムスリムに
なろうとするペドロへのサヤベドラの批判と表裏一体であると興味深い指摘をしている。ただし，い
ずれの論考も，ペドロがモリスコ反乱鎮圧側の兵士であったことは指摘していない。この点に言及
する先行研究は，管見の及ぶ限り皆無である。

20 モリスコ反乱鎮圧のために派遣された部隊では兵士のモラルが低い場合が多く，モリスコに対する
掠奪などの残虐な行為が横行した。これは反乱を目撃した同時代の歴史家や作家たちの強い批判の
的となった。たとえば，モリスコ反乱に関する 3大史書として扱われる，歴史家ルイス・デル・マ
ルモル・カルバハル（Luis del Mármol Carvajal, 1524–1600）の『グラナダ王国のモリスコたちの反
乱と処罰の歴史』（Historia del rebelión y castigo de los moriscos del Reino de Granada，初版1600年），
小説家ヒネス・ペレス・デ・イータ（Ginés Pérez de Hita, 1544–1619）の『グラナダ内乱』（Guerras 
civiles de Granada）第 2部（初版1619年。この作品は歴史小説に分類されることもある），詩人・外
交官ディエゴ・ウルタド・デ・メンドサ（Diego Hurtado de Mendoza, 1503/04-1575）の『グラナダ
戦争』（Guerra de Granada，初版は著者没後の1627年）のいずれにおいても，鎮圧軍兵士たちによ
るモリスコへの掠奪をはじめとする蛮行の記述が頻出する。なお今回参照した版は，それぞれ，Luis 
del Mármol Carvajal, Historia del rebelión y castigo de los moriscos del reino de Granada, ed. Javier Cas-
tillo Fernández, Granada: Universidad de Granada, 2015; Ginés Pérez de Hita, La guerra de los moriscos 
(Segunda parte de las Guerras Civiles de Granada), ed. Paula Blanchard-Demouge, Madrid: Imprenta de 
E. Bailly-Baillière, 1915. Ed. facsímil, Granada: Universidad de Granada, 1998; Diego Hurtado de Mendoza, 
Guerra de Granada, ed. Bernardo Blanco-González, Madrid: Castalia, 1970である。
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活のなかで，彼は金銭欲に駆られて同胞を裏切り，模範的キリスト教徒であるサヤベドラの
前でそれを恥じることもない。
　ペドロはまず，高貴な身分のキリスト教徒虜囚たちの素性をアルジェ王21に明かして，報
酬を得る。結果として身代金の金額が上昇してしまう（王はその高額の身代金を目当てに，
元の所有者イスフ（Yzuf）からこの虜囚たちを強奪することになる）ので，告げ口された虜
囚たちには大きな打撃なのだが，ペドロは意に介さない。

高貴なモーロ美女サアラと結婚しているスペイン人改宗者イスフが住むこの豪邸に，新
しく来た虜囚が一人いる。アウレリオという名だ。それからシルビアとかいう女もいる，
美しい婦人で，彼女にアウレリオは恋している。二人は高い身分という評判で，ぼくは
王にそれを告げた。すると王はこの 3エスクードをぼくに与えるよう命じたのだ。（vv. 

2081–2089／127頁）

　そしてペドロはサヤベドラに対し，自分の行為を次のように正当化する。「［…］ほかの方
法で自分を救えないのに，そして毎日日雇いで働いて自分自身を養わねばならないのに，自
分の身代金を十分払える御仁に対し礼儀をわきまえろ，守れって君は言うのかい？　ぼくの
連禱のなかにそんな祈りはない！」（vv. 2090–2095／127頁）
　ペドロはさらに，脱出用の船を準備すると嘘をついて，別の同胞からも金を巻き上げる。

サヤベドラ　残りの 4エスクードは？
ペドロ　あるキリスト教徒の懐に王手をかけてつみ取ってやったんだ，練りに練った虚
言を使ってね。小船を一艘，半分完成した状態であちらの平原に，地面の下に埋めて
あると彼に言って，ほとんど手で触れさせてやったんだ。この事実に彼の心は大いに
満足している，それも当然だな，お人よしにもこのほら話でもう自由を回復するつも
りになっているんだから。そして板や帆やタールや釘や槇肌を買いためる助けになる
ようにと， 4エスクードをくれた。自分の害を買ったわけだ。
　［…］
ペドロ　［…］ぼくの仕事の険しい上り坂を上るべきは他人の足だ，で，ぼくは，ゆった
りして，人を歓待し，楽しみ，お祭り騒ぎをするのさ。どう思う，サヤベドラ？　（vv. 

2096–2123／127–128頁）

21 セルバンテスの時代のアルジェは，オスマン帝国中央政府に任命される総督が統治していたが，当
時のスペイン語文献では，これら総督たちは「王」と呼ばれるのが一般的であった。
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　ペドロはその後もサヤベドラの諫言に耳を貸さず話を続け，虜囚生活の苦しみから逃れる
ため，表面的にイスラームへ改宗することまで考えていると告げる。改宗してムスリム海賊
の仲間に加わり，キリスト教国へ逃亡する機会をうかがうと言うのだが，ムスリムとしてお
こなう海賊行為で物質的に豊かになることは否定しない。結果として，ペドロはバレンシア
で処刑された「シェルシェル出身のモリスコ」――キリスト教徒虜囚たちの叙述によれば，キ
リスト教からイスラームへの「背教者」にして海賊である――に近づいていく。

ペドロ　［…］ぼくは［…］自由を得るのは確実で間違いないと思っている。ただ，少し
恥ずかしいけれどね。名前と服を変えようと思っている，マミーと名乗るつもりだ。
サヤベドラ　背教しようというのか？
ペドロ　ああそのつもりだ，でも内実はどんなものか，わかってくれ。
サヤベドラ　君は自分の望むように背教すればよい。それは非常な悪行，おぞましい罪
だ。君の行動は君という人間にふさわしくない。
ペドロ　良心が自分を責めることは十分承知だ，だけど，ぼくはとにかくここを出たい
んだ，だからこの理由をぼくの弁明とするつもりだ。ぼくはキリストを否定している
わけでもマホメットを信じているわけでもない。口先と衣服のうえではモーロ人にな
るつもりだが，それは今持っていないものを手に入れるためだ。海賊に出るときは，次
のように頭に叩き込んでいるよ。キリスト教徒の地に着けば，逃亡するんだ，しかも
手ぶらではなく財宝も携えて，とね。（vv. 2136–2152／128–129頁）

　最終的にはペドロはサヤベドラの叱責と説得を受け入れ，改宗を思いとどまる（vv. 2153–

2278／129–132頁）。最後にはペドロが改悛することで，このエピソードはキリスト教的模範
性に回収されている。だが，ここで示されたモリスコ問題への眼差しが，前節で取り上げた
エピソードにみられるそれとは異質であることも確かである。
　キリスト教信仰の真摯さを疑われ続けた果てに反乱を起こしたモリスコたちを鎮圧する側
にいた人物が，キリスト教徒としての模範とはかけ離れた行為に走り，最終的に思いとどま
るとは言え，キリスト教国に逃亡する目的のためと言いつつアルジェでイスラームに改宗し
てムスリム側の海賊行為に参加しようとし，結果として「シェルシェル出身のモリスコ」に
接近してゆくのは，この戯曲がモリスコ問題を単純な図式でとらえていないことの証である。
単純な二元論には還元できない，モリスコと旧キリスト教徒のあいだの関係の曖昧さ，複雑
さがここで明らかにされている。そしてこのような視点は，キリスト教司祭の殉教エピソー
ドにおいて示されていた，スペインや旧キリスト教徒に対するモリスコたちの敵意とモリス
コに対する旧キリスト教徒たちのそれがぶつかり合う，強い敵対関係を相対化するものであ
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り，『アルジェの生活』におけるモリスコ観を複雑にしている。

4.　『アルジェの生活』から晩年の諸作品へ

　上記のように，セルバンテスの初期戯曲『アルジェの生活』のなかでモリスコ問題への言
及がみられる二つのエピソードにおいては，モリスコと旧キリスト教徒のあいだにある敵対・
緊張関係と，曖昧で複雑な関係の双方をとらえる，多元的な視点が示されている。
　後年のセルバンテスも，モリスコとキリスト教スペイン社会との，そして旧キリスト教徒
とのあいだの多様な関係を描き続けた。
　晩年の1613年に出版された中短編小説集『模範小説集』中の 1編，「犬の対話」22において
は，人間の言葉を操ることのできる犬ベルガンサ（Berganza）がモリスコの主人のもとで過
ごした日々の回想を通して，キリスト教スペイン社会がモリスコに向ける不信，偏見，敵意
――ここではモリスコの蓄財と人口増が非難の対象となっている――が描かれる23。
　生涯最後の大作『ペルシーレス』では，スペインへの同化とキリスト教化を拒みひそかに
イスラーム信仰を維持してきたバレンシア地方のある海辺の村のモリスコたちが，村に逗留
することになった主人公一行の目の前で，アルジェの海賊たちの協力を得てほぼ村ごと（わ
ずかな旧キリスト教徒と，モリスコだが真摯なキリスト教徒となり，かつての同胞たちを非
難する聖器具係――この人物はスペインからのモリスコ追放も主張している――とその姪を
除いて）北アフリカに移住する事件が描かれる（第 3巻第11章）24。このエピソードでは，「犬
の対話」同様，キリスト教スペインとモリスコの深刻な対立関係が描かれている。
　その一方で，ペドロのエピソードにみられる，モリスコと旧キリスト教徒の関係の曖昧さ，
複雑さを描く姿勢も，セルバンテスの晩年の作品にはみられる。
　『ペルシーレス』には，モリスコ女性で魔術師を名乗るセノティア（Cenotia）が，キリス
ト教徒のスペイン人青年への実らぬ恋のため破滅するというエピソードもあるが，この人物
は異端審問所に追われてスペインを出て，北欧の架空の王国の宮廷で重用されるに至ったと
いう過去の持ち主である。異端審問所を嫌悪しつつも，移住先でスペイン風の衣装をまとい

22 この作品の執筆年代については諸説あるが，17世紀に入ってからの作品であるという点は広く認め
られている。研究紹介も含め，Jorge García López, "Miguel de Cervantes y las «Novelas ejem-
plares»", in Miguel de Cervantes Saavedra, Novelas ejemplares, ed. Jorge García López, Madrid: Real 
Academia Española, 2013, pp. 728–730を参照。

23 Miguel de Cervantes Saavedra, Novelas ejemplares, ed. Jorge García López, Madrid: Real Academia 
Española, 2013, pp. 609–614．ベルガンサのモリスコ批判が当時スペインに流布していたモリスコ
に関するステレオタイプ的偏見に基づいていることは，Márquez Villanueva, Personajes y temas..., 
pp. 297–300; Moros, moriscos y turcos..., pp. 214–221が詳しく論証している。

24 Miguel de Cervantes Saavedra, Los trabajos de Persiles y Sigismunda, ed. Carlos Romero Muñoz, 
Madrid: Cátedra, 2004, pp. 544–554.
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続け，スペイン人にはスペイン語で話しかける（第 2巻第8-17章）25。
　『ドン・キホーテ』後篇中の有名な，スペインを追放されるモリスコのリコーテ（Ricote）
とアナ・フェリス（Ana Félix）の父娘のエピソード（第54，63–65章）26では，自分の信仰の
曖昧さを告白するリコーテと，ドン・キホーテの従者で旧キリスト教徒としての出自を誇る
サンチョ・パンサ（Sancho Panza）は深い友情で結ばれており，モリスコ女性のアナ・フェ
リスに恋する旧キリスト教徒青年ドン・ガスパル・グレゴリオ（don Gaspar Gregorio）は，
追放されるモリスコたちに紛れ込んで，恋人とともに追放先のアルジェに渡る。そしてリコー
テとアナ・フェリスがスペインに住み続けることができるかどうか不透明なのに対し，アナ・
フェリスのスペイン帰国を手助けした改宗者（キリスト教からイスラームへの「背教」を後
悔し，キリスト教復帰を望んでいる）は，すんなりと教会復帰が認められる27。
　こうした晩年の諸作品におけるモリスコ問題の描き方は多様であり，研究者を悩ませてき
た。解明すべき点はまだ多々あるが，作中人物たちの反モリスコ的発言とセルバンテス本人
の思想（おそらくはモリスコのキリスト教社会への穏健な統合を希求し，追放には批判的）
を同一視すべきではなく，またセルバンテスはスペインの地域によって，さらには一家族の
内部においてすら異なるモリスコの多様性を意識的に描いたのだというフランシスコ・マル
ケス・ビリャヌエバの主張28が，セルバンテス作品における複雑なモリスコ表象を考えるに
あたっての一つの重要な方向性を示したのは間違いない。
　フランシスコ・マルケス・ビリャヌエバは，モリスコ問題との関連においては『アルジェ
の生活』に言及していないが（本稿24頁，注 4参照），本稿で今まで論じてきたことを踏まえ
れば，こうした晩年のセルバンテスの諸作品にみられる複雑かつ重層的なモリスコ観の萌芽
が，『アルジェの生活』にすでにみられると言える。そして，『アルジェの生活』のそのよう
なモリスコ観を，モリスコ追放問題とからめて深化させたものが，晩年の諸作品なのだと位
置づけることができる。

25 Ibid., pp. 329–395.
26 Miguel de Cervantes Saavedra, Don Quijote de la Mancha, ed. del Instituto Cervantes dirigida por 

Francisco Rico, Madrid: Real Academia Española, 2015, pp. 1165–1175, 1252–1274.
27 このエピソードについては，改宗者を軸に，三倉，前掲論文，43–56頁で論じている。
28 Márquez Vilanueva, Personajes y temas..., pp. 229–335; El problema morisco..., pp. 181–185; Moros, 

moriscos y turcos..., pp. 227–230, 214–221, 283–286. なお，アメリコ・カストロは1925年に上梓した
名著『セルバンテスの思想』（El pensamiento de Cervantes）のなかですでに，セルバンテスが追放
を支持する公的言説を反映する視点を提示する一方で，アイロニーや追放されたモリスコたちの視
点も取り入れていること，さらにセルバンテス作品のなかのモリスコの登場するエピソードにおい
て，信仰の自由を認めた他のヨーロッパ諸国とそれを認めなかったスペインの対比がみられること
を指摘しており（Américo Castro, El pensamiento de Cervantes y otros estudios cervantinos (Obra 
reunida volumen uno), Madrid: Trotta, 2002 (1a ed., Madrid: Imprenta de la Librería y Casa Editorial 
Hernando, 1925)，pp. 267–273），セルバンテス作品にみられるモリスコ観の複雑さを指摘した先駆
者と位置づけられる。
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5.　む　　す　　び

　『アルジェの生活』は，モリスコ追放問題への言及がみられないことも一因で，モリスコ問
題との関係においては，先行研究において注目されることが少なかった。しかし，この戯曲
における二つのエピソードにみられるモリスコ問題への言及のあり方を精査すると，後年の
セルバンテス作品におけるモリスコ表象とのつながりがみえてくる。
　セルバンテスはその晩年の諸作品において，一方では，モリスコのスペインに対する敵意，
そして彼らに対する旧キリスト教徒や完全にキリスト教化したモリスコ自身の敵意を描き，
その一方で，旧キリスト教徒とモリスコの曖昧で複雑な関係を描いた。モリスコ問題に対す
るそのような多角的な視点は，本稿で詳細に論じたように，初期の作品『アルジェの生活』
にすでにみられるのである。
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Summary

Cervantes' El trato de Argel and the Morisco Problem

Yasuhiro Mikura*

This study examines how Miguel de Cervantes (1547–1616) treats the Morisco Problem 

in his early play El trato de Argel (Life in Algiers), written in the first half of the 1580s, shortly 

after his return to Spain from his five-years captivity in Algiers.

This play has two episodes on the Morisco problem.　The first is on the martyrdom of a 

Catholic priest burnt by Moriscos of Algiers to seek revenge for the execution by the Inquisi-

tion of a Morisco corsair arrested on the Spanish Coast.　This martyrdom fuels anger among 

Christian captives in Algiers.　The second is on a Spanish captive, an ex-soldier of the royal 

army that suppressed the Morisco rebellion of 1568–1571.　Despite his anti-Morisco back-

ground, he is dishonest toward fellow Christian captives and considers converting to Islam and 

participating in Muslim corsair activity as a way to restore freedom.　He grows close to the 

executed Morisco corsair.　The former episode focuses on the antagonism between Old Chris-

tians and Moriscos.　The latter focuses on the ambiguous relationship between the two 

groups.　These different viewpoints anticipate the complex views on the Morisco problem 

demonstrated in Cervantes' later works.

* Faculty of Commercial Sciences, Hiroshima Shudo University


